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　新年明けましておめでとうございます。
皆様には健やかな新年をお迎えのこととお
慶び申し上げます。旧年中に賜りましたご
厚情に深く感謝申し上げますとともに、本
年もより一層のご支援を賜わりますよう心
よりお願い申し上げます。
　さて、昨年は、新型コロナウイルス感染
症の第４、５波の到来で不要不急の外出自
粛、飲食店等の営業時間短縮が行われ経済
の低迷が続きました。１１月以降はワクチ
ン接種の効果もあり、急速に感染者数が減
少し、経済も少しずつ活気が戻ってはきま
したが、新たな変異株の発生もあり先行き
不透明な状況が続いています。
　このような状況下でインバウンドや外
食需要の落ち込みによる肉用牛価格の低
下や乳製品の過剰傾向が心配されました。
しかし家庭内需要等に支えられ全ての畜
種で価格が比較的堅調に推移したのは、
畜産物が我が国の食生活に必要不可欠な
食品として根付いていることを裏付ける
ものであります。
　また、全国優良経営発表会で酪農家の妹
尾始さんが、「家族経営」として優れた成
績を挙げ優秀賞を受賞されました。大家畜
経営において、家族主体の経営が８割以上
を占めている昨今、大変意義のあることで
ありました。

　迎えた新しい年、飼料価格の高騰や原油
高による燃料や資材の上昇が続くことか
ら、生産コストの低減と生産性向上ための
取り組みが一層求められます。そのために
は、水田を活用した飼料用稲、飼料用トウ
モロコシなど自給飼料の増産に加え疾病や
事故率の低減など生産力を高める取り組み
も必要であります。そして、経営全体を見
直すことも大切であります。
　畜産協会としましては、コンサル技術を
活かした経営診断、自給飼料の増産、畜産
クラスター等各種事業の導入支援、担い手
の確保、価格安定対策、衛生管理指導、女
性の経営参画推進などの取り組みを通じて
畜産農家の経営安定にさらに努めて参りま
す。また、県産畜産物の消費拡大を図るた
めYouTubeを活用した取組も進めていき
ます。今後も皆様のご支援とご協力をよろ
しくお願い致します。
　今年１０月には、鹿児島で全国和牛能
力共進会が開催されます。岡山の和牛が
素晴らしい成績を収め、その名声を高め
る大会となりますことを心より祈念申し
上げます。
　寅年は「春が来てこれから草木が伸びる
年」と言われております。新型コロナが終
息し、明るく希望のもてる素晴らしい年に
なりますようお祈り申し上げます。

新年にあたって

一般社団法人  岡山県畜産協会
代表理事会長  柴田　範彦
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　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、新年を健やかに
お迎えのことと、心からお慶び申し上げま
す。
　また、旧年中は県畜産行政の推進につい
て格段のご理解とご協力をいただき、誠に
ありがとうございます。
　昨年を振り返りますと、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大により消費者の外出自粛
やインバウンドを含む消費の減退など、経
済活動に大きな影響があった一年でした。
　畜産業界においてもウイルスは全国的に
猛威を振るい、高病原性鳥インフルエンザ
は昨年11月から年末（12月12日時点）にか
けて、既に9事例となっています。隣県の
兵庫県と広島県でも発生しており、岡山県
内の農場が疫学関連農場となるなど、予断
を許さない状況が続いています。豚熱につ
いても平成30年9月に国内26年ぶりの発生
以降、現在も終息していません。本県では
近隣の兵庫県での野生イノシシでの確認に
伴い、昨年4月から豚への予防的ワクチン
接種を開始しております。引き続き家畜伝
染病の防疫体制の強化に努めてまいります
ので、関係者の方々に、この場をお借りし
て改めてご協力をお願い申し上げます。
　畜産経営を取り巻く情勢としては、高齢
化及び担い手の減少による農家戸数の減少
や牛乳・乳製品の需要の減退により、特に
業務用在庫が積み上がり、また配合飼料価
格や燃料の高騰など生産基盤や収益性に依
然として厳しい状況が続いております。
　こうした状況の中、本県では、「第3次晴
れの国おかやま生き活きプラン」及び「21

おかやま農林水産プラン」に基づき、これ
まで進めてきた施策のさらなる重点化を図
り、儲かる産業としての農林水産業の確立
に向けた取組を加速化させるとともにポス
トコロナを見据えた取組を進めることとし
ております。昨年には10年後のあるべき県
畜産業の中長期的な計画「岡山県酪農・肉
用牛生産近代化計画」を策定しています。
　増頭対策に伴う収益性の向上、家畜改良
や飼養管理技術等による生産性の向上、県
産飼料の積極的な利用や畜産環境問題への
対応、ヘルパー、コントラクター等の支援
組織の育成に取り組み、次世代へ継承でき
る持続的な生産基盤を創造する計画として
います。
　さらに、「おかやま和牛肉」、「岡山市場
発F1牛肉清麻呂」や県産生乳100％認定牛
乳・乳製品などブランド化や地産地消によ
るキャンペーン等の消費拡大対策を推進し
ます。
　こうした取組は生産者、関係団体、行政
が連携して取り組んでこそ効果が現れるも
のであり、皆様方には一層のご協力とご支
援をお願いします。
　最後となりますが、いよいよ本年10月に
は第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会が
開催されます。関係者一丸となり、輝かし
い成績を収め、本県畜産の躍進となります
ことを期待しております。
　今年の干支である寅（みずのえとら）の
ように、皆様がコロナ禍という冬を越えて、
新たに力強く自信に満ち溢れる年となりま
すよう祈念しまして、年頭の挨拶といたし
ます。

年 頭 の 挨 拶

岡山県農林水産部
畜産課長  藤原　努
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　輸入飼料価格が高騰する中、粗飼料生産の拡大と飼料自給率の向上は特に畜産経営の課
題であるが、飼料作付面積は減少傾向にある。一方で水田の利用度は低下し、転作の定着
も低い状態となっている。水田をそのまま活用できる飼料用稲生産はこうしたミスマッチ
の解消に大きな可能性を持つと考えられる。
　岡山県では、毎年度、稲WCSの作付面積の拡大を謳っているが、利用者である畜産農家
が年々減少していることが、推進を妨げる一つの要因にもなっている。この状況で稲WCS
の生産・利用拡大を図るには、利用する畜産農家と供給する耕種農家が抱える課題を解決
していく必要がある。
　そこで、コントラクター、県、農協等関係機関による稲WCSの効果的な推進方策を意見
交換するとともに、今後の方策や将来に対する展望など忌憚のない意見を伺った。

 出席者（敬称略）
　石原　聖康　（津山市、酪農家）    
　藤澤　輝久　（岡山市、耕種農家）
　植本　幸男　（津山市、耕種農家）　
　石原　保博　（勝央町、酪農家）　
　森分　哲彦　（県畜産課生産振興班長）
　江草　亮太　（県畜産課生産振興班技師）
　波多野雄介　（県農産課農産振興班主幹）
　内田　啓一　（県畜産研究所専門研究員）
　道繁　要 
　（晴れの国岡山農業協同組合副部長）
　舞原　正宏 
　（岡山市農業協同組合営農部主査）
　守安　浩 
　（おかやま酪農業協同組合課長補佐）
座長　　
　砂原　一彦
　（畜産協会）

挨拶
　中塚　陽二郎（畜産協会）
　　　　　　　　　輸入飼料価格が高騰す

る中、飼料自給率の向
上が畜産経営安定の課
題であるが、飼料作付
面積は、労働力不足も
あって、減少傾向にあ
る。一方で、水田の転

作が進まず、需要と供給のバランスが崩れ、
米の価格も低下している。これらの現状を
踏まえると、水田の利活用として、飼料作
物の生産を加速化、推進することが大変重
要となっており、稲WCSの生産・利用拡大、
コントラクター組織、TMRセンターへの
期待など取り組むべき課題ははっきりして
いる。本日は、稲WCSの生産・利用拡大
がなぜ進まないのか、率直なご意見をお聞
きし、課題解決の糸口につなげたいと考え

〔特　集〕

（一社）岡山県畜産協会

「稲WCSの生産・利用拡大による耕畜連携推進体制」
～なぜ県内で利用拡大が進まないのか～
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ています。

県内稲ＷＣＳの現状

砂原：今回は、稲WCSの生産・利用に関
わる方々に集まっていただき、稲WCS生
産や利用がこの先どうなっていくのか、ど
うしていくべきなのか皆さんと一緒に考え
ていきたいと思います。
まず、稲WCSの現状についてですが、岡
山県では、毎年度、稲WCSの作付面積の
拡大を謳っていますが、作付面積が増えて
いない状況です。稲WCSの生産・利用拡
大に対する行政の目指す方向・施策等につ
いてお聞きします。

　　　　　　　　　江草：県畜産課生産振
興班で、自給飼料の担
当をしている。R12年
度目標として酪肉近代
化計画を作成し、これ
に基づいて自給飼料の
基盤を強化し、稲WCS

の適正な栽培管理技術の指導や品質の向上
等で耕畜連携を図っている。コントラでは
ICTを活用した面積の拡大により経営の安
定を図っていきたい。目標では、R12年ま
でに550haに拡大を目指す計画である。県で
は、20年以上前から稲WCSを作付けし、ピー
クはH27、28年において420haの面積で150
戸の農家が利用していたが、現在は100戸程
度となっている。品質は高いので、利用者
への啓発を図り、マッチングを行い、利用
を推進したい。

波多野：全国のR4産
主食用米の生産量の
見通しは、対前年比
97.4％と発表された
ところであり、県で
は、需要に応じて売
れる主食用米の生産

及び水田のフル活用を基本方針とし、稲
WCSを含め、主食用米からの作付転換を
進め、農家の経営安定を図ることとして
いる。

　　　　　　　　　内田：県畜産研究所で
は、H15年頃から飼料
稲に関する研究を始
め、稲WCSの特性を
考慮した飼養体系を組
み、稲WCSを利用し
た給与体制を研究して

きた。本県においてもH24年に稲WCS生産
利用の手引きを作成したが、畜産研究所は
これまで得られた知見とあわせ、利用推進
を図ってきた。

砂原：経営の安定には、費用を抑えること
につながる自給飼料対策としての稲WCS
の活用は重要だと思います。では、県内で、
生産を行っているコントラクターの方々か
ら現在の受託状況等についてお聞きしま
す。

石原聖：津山市のアグリアシストシステ
ム（株）代表取締役で、岡山県コントラ
クター協議会会長をしている。コントラ
として14年間関与し、コントラの受託面
積は稲WCS46.5ha、酪農家でもあるが現
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在は息子に任せてい
る。岡山では、H22年
から稲WCSを使い始
め、その時に使って
いた農家は、今も使っ
ているが、その後新
たに使い始めた農家

は、使用をやめている。作りたい農家が
あることは知っているが、畜産農家との
マッチングができていない。マッチング
を取りまとめるところが必要。高齢化で
畜産農家が減少して、稲WCSを利用する
人も減っている。

　　　　　　　　　藤澤：岡山市の（有）
カーライフフジサワ取
締役会長で、岡山県コ
ントラクター協議会副
会長をしている。コン
トラの受託面積は稲
WCS94haで、耕種農家

として、稲WCS10haを作付けしている。
県南で作って、岡山市での注文が多いが、
県北へも納品している。距離があり高くつ
くが、県北からの要望も多い。県南部・中
部のコントラ作業も行っているが、中山間
地の方が足りていない。県中部のコントラ
がなくなっているのかもしれない。県中部
から注文を受けているがそれに対応できて
いない。

砂原：行政・研究機関・コントラの方々か
らご意見を伺いましたが、農家や農協の
方々から稲WCSの生産・利用に対する意
見をお聞かせください。

植本：津山市の（農）
アクト神代村代表で、
H23年に4名で設立し、
今は14名の組合員。地
区の40戸のうち、農家
は20戸 で、 稲WCSは
水田40haのうち、23ha

を法人として生産。他地区でも4ha取り組
んでいる。今、米が１俵１万円弱。10俵とっ
ても10万円弱である。そのうち、農家に入
るのは5万円程度。稲WCSを作れば8万円
の交付金があるし、作業が少なくて済むの
でありがたい。できれば面積を増やしたい。
今の米価を考えると、どこの農家も来年何
を作ろうか迷っている。酪農家とのマッチ
ングがあれば、稲WCSを増やしたい。昔
の人は食用米を作りたいと考える人が少な
くないが、米の値段が下がっており、需要
さえあれば稲WCSが増えるのではないか
と考えている。

　　　　　　　　　石原保：勝央町でホル
スタインを飼養。お
かやま酪農ヘルパー
利用組合長もしてい
る。稲WCSを使い始
めて昨年までの6年間
で、最大8ha/年利用、

昨年は5ha/年を利用した。作り手が減少
し、ロールを800個は欲しかったが、370
個しかもらえなかった。やっぱりマッチ
ングが必要である。以前、輸送コストの
補助金があったが、今でもあったほうが
良い。
耕種農家から聞いた話では、かつては苗は
農協が作ってくれていたが、専用品種とな
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り自分でしなければならなくなった。農協
が育苗までしていただければ農家の負担が
減り助かる。高齢となり手のかかる作業を
したくない人が増えているので、手助けし
てほしい。
田植え機とトラクターがあれば、稲WCS
はできる。後の作業は、コントラがやって
くれる。耕種サイドとしては、ありがたい
作目なので、続けて作りたいという人もい
る。
畜産農家としては、稲WCSの宣伝が悪い
と思う。最初は、品質は悪かったが、今は
カッテイング等で品質が大変よくなってい
る。
問題は稲WCSの価格が高いこと。広島県
では、TMRセンターがあり、3,450円/ロー
ル。岡山県は、微細断収穫機で収穫したロー
ルは300kgで5,060円。これは、17円/kgで、
乾物で34円/kg位になる。これには輸送費
が入ってないので、40円/kgなら輸入の方
がよい。現在、輸入飼料は高騰しており、
稲WCSの方が良いが、輸入乾草との価格
差は大きい。
作っていない耕種農家は、稲WCSの認識
が低い。有効に使っている農家のメッセー
ジを伝え、もっとアピールしなければ、作
る農家、使う農家は増えない。
搾乳牛に4 ～ 5kg/日やって10,000kg/年は
搾れる。地元で使えば安く済むが、遠いと
ころでは輸送コストが高くつくので、それ
がネックとなっている。

道繁：晴れの国岡山農業協同組合で営農
担当。稲WCS作付面積がなかなか増えな
いが、それは米価によっても変わってく
る。H27、28年は、今年より米価は安かっ

たので、稲WCSが多
かったのでは。米農
家は、米を作りたい
のが本音。晴れの国
管内で稲WCSを取り
扱っているのは、総
社や新見でほんの少

ししかなく、農家とのマッチングができ
ていない。
耕畜連携で堆肥を使うと13,000円/10aの補
填があるため、活用しながら生産するよう
指導している。育苗の件も含めて、JAの
施設を効率よく活用する計画もある。まだ、
十分なことはできていないが、種をまく時
期を考えながら、稲WCSの作付け指導を
していきたい。
また、稲WCSの需要はあると聞いている。
繁殖農家は使っているが、肥育農家でも
活用できると考えている。耕種・畜産農
家の間に入って、連携を深めていきたい。

　　　　　　　　　舞原：岡山市農協営農
部で畜産、特に和牛の
担当をしている。和牛
農家との関係の中で、
稲WCSの需要はあり、
肥育牛への利用もある
と聞いている。和牛を

飼っている農家では、昔は使っていたが品
質が悪かったので使わなくなったと聞い
た。最近使っている農家からは品質は良い
と聞く。農家へのアピールを含めて、現場
には稲WCSの利用を進めたい。

守安：おからくの生産支援部で飼料の担当
をしている。今までの話の中で、場所とト
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ラクターなどの機械が
あれば稲WCSは出来
ると言われたが、もう
一つ、稲WCSは乾物
に比べて、大きくて重
い。手作業でやってい
る人には負担が大き

い。昨年、おからくで、稲WCS利用の新
規の人を募ったが、だれも手を挙げなかっ
た。おからくでは、耕種農家との接点がな
いので、農協に相談してみたい。

課題とその対策

砂原：関係者の方々から、稲WCSの現状
等をお伺いしました。今出た意見を参考に、
稲WCSの生産・利用利大を図るには、利
用する畜産農家と供給する耕種農家が抱え
る課題を解決していく必要があります。ま
ず、県内で稲WCSの利用拡大がなぜ進ま
ないのか意見をお伺いします。

藤澤：（有）カーライフフジサワとして、
稲WCSを製造販売しているが、県からやっ
てくださいということはあるが、農協から
の依頼はない。農協に言うと、販売先は自
分で探せと言われる。自分は、畜産農家と
関わりがないので、簡単に売り先を見つけ
られない。会社の中では、今のコントラで
は、収入の先が見えず会社が成り立たなく
なるとの声も出ている。どこかマッチング
などの支援をしてくれる組織があれば、稲
WCSも安定すると思う。

石原保：稲WCSは高いといわれているが、

今の状況では安いと思う。原油高、中国の
利用増で、輸入乾草はますます高騰し、入っ
てこなくなると思う。地場産、国産でやら
ないと経営は成り立たない。このままでは、
配合基金も機能しなくなる。おからくは、
国産飼料を使うよう農家に進めるべきでは
ないか。
そのためには、稲WCSのイメージをよく
することが重要で、稲WCSの使用方法や、
使った場合の良かった点等を畜産農家に伝
える必要がある。

石原聖：今後、輸入物は、粗飼料が減る。
輸入先では生産を粗飼料から穀物へ転換し
てくるだろうから、粗飼料は増々減少する。
国産を作り、使うしか方法はなくなる。

植本：稲WCSを作って悪い点は、種もみ
が高い、ロールを圃場から出す時期が遅い、
置き場所の問題。圃場へずっと置いておけ
ればよいのだが。また、移動コストが高く、
機械が高いこと。このためには行政の支援
が必要である。これらが安くなれば、使っ
てもらえるはず。

砂原：生産と利用拡大を図る場合、稲
WCSの広域流通が重要であり、そのため
にはTMRセンターの設置が必要と考えま
すが、このことについて、ご意見をお伺い
したいと思います。

石原聖：以前、県からTMRセンターを使
いたいかどうかの調査があったが、公表さ
れていない。また、和牛農家向けのTMR
飼料を作っていると聞く。関係機関が一体
となってTMRセンターを作りませんか？
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TMRセンターの採算に合う飼養頭数は確
保できると思う。一番重要なことを棚に
上げて推進しろという。県からは丸投げと
なっているが、本腰を入れて推進していた
だきたい。

石原保：TMRセンターを設置することが
私の目標である。分離給与では十分でない
ので、TMRセンターが必要。広島県のよ
うなコントラ込みのTMRセンターが必要
と考える。

守安：農家は減少して、以前600戸あった
が、今は180戸。TMRのニーズはあるのか、
農家が使っているイメージがわかない。稲
WCSは、糖分が高く嗜好性は良いが、モ
ミの消化が悪いと感じている。

石原聖：稲WCS総ての品種が悪いわけで
はない。品種によって、消化が悪いものも
あるが、たちあやかは、消化が良い。それ
らのPRが不足しているのでは。

石原保：おからくの中で、稲WCSに対し
て認識の無い人もいる。たちあやかは、以
前は気になったが、今はモミが多くても気
にならない。

石原聖：それは収穫機械がよくなったこと
で、品質も良くなった。今の稲WCSの品
質を知ってもらえれば、みんな使うはず。
情報提供が少ないので、もっとPRが必要。

道繁：来年も米価は期待できない。稲WCS
の作付けができる方向性を行政で示してほ
しい。稲WCSを含めたTMRを新見市の中

で一貫経営の和牛農家が使っている。肉質
もよいのでもっとPRしたらよい。耕種と
畜産の契約が必要となるので、その中へ行
政・農協が入って取り組めれば、生産が増
えると考える。

舞原：農協は組合員のもとでできている。
わかりやすい稲WCSの冊子やパンフレッ
トがあればいただきたい。稲WCSを使っ
ている農家と使っていない農家の違いを示
してほしい。

　　　　　　　　　森分：稲WCSの推進
に向けてパンフレッ
トを作って配布して
いるが、生産者まで
行っていないと聞い
て驚いている。これ
は早急に改善しなけ

ればならない。最近の稲WCSは品質が良
いことを広くアピールする必要がある。
TMRセンターについては、今後も検討を
続けたい。

波多野：田植え機とトラクターがあれば、
稲WCSができると聞いて感心した。再生
協としても情報提供を行っているが、いろ
いろな情報提供に、今後も心掛けていきた
い。

内田：酪肉近代化計画では、稲WCSの目
標を550haとしているが、現在の作付面積
は350haのため、目標達成にはあと200ha必
要となる。収量を2.4t/10aとすると、拡大
分から4,800ｔ収穫できる計算になる。この
量を使うとなれば、乳牛１頭当たり5kg/日
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与えるとして、年間2,600頭が必要となる。
コントラの製造能力、飼養する頭数を決め
ていかなければ、計画が立てられない。具
体的に決めた計画が必要となる。
畜研では、引き続き必要な情報提供は行っ
ていきたい。

石原聖：やはりマッチングが必要。広く
情報共有できれば、推進できる。畜産農
家が使いたい情報と耕種農家が作りたい
情報を持って行ける場所がないので、そ
れがあればマッチングができるのではな
いか。
情報の提供、PRが重要。知ってもらえれば、
使ってもらえるし、作ってもらえるはず。
コントラの経営は厳しくなってきている。
燃料代の高騰、備品の高騰、機械が古く更
新が必要。機械が使えなくなったら、やめ
るというコントラもある。

藤澤：耕種農家は米価が下がることから、
特に大型農家は稲WCSを作りたいと思っ
ている。ただ、売り先がないのでできな
い。売り先を教えてほしい。おからくは、
稲WCSはエサのメインではないように言
われたが、売り先を紹介してほしい。作っ
たがいらないといわれるのがネックであ
る。

植本：近くに酪農家がいれば稲WCSの情
報は入りやすい。いなければ入ってこない。
飼料米についてはいろいろなところから情
報が入ってくる。飼料米を作るより、稲
WCSを作った方が手がかからない
耕種農家は、何を作ればよいか悩んでいる。
そこに話を持っていけば、稲WCSを作っ

てもらえるのではないか。情報が必要であ
る。

石原保：酪農家の認識を変えなければ何も
進まない。売り先がないと稲WCSは作れ
ない。農家が使いたい情報が必要。行政が
中心となってくれないと、稲WCSは前に
進めない。

砂原：今までの話の中で、稲WCSの普及
には、畜産と耕種のマッチングや流通が重
要だと感じましたが、現状の関与や今後の
施策がありましたらお願いします。

江草：県民局には畜産班と普及センターが
あるので、情報提供して連携を図りたい。
農家に稲WCSのことをもっとわかっても
らえるように推進したい。農産にも理解し
てもらい、普及センターと連携しながら取
り組みたい。農協の協力も必要。

石原聖：畜産課は、稲WCSを酪肉近代化
計画等で増やすといっているが、具体的
な内容がない。普及センターの畜産担当
が畜産班へ出て行ったのが、マッチング
できない要因の一つでもある。普及セン
ターへ行っても話ができない。畜産班で
も話をする人が限られていて話が進まな
い。それもあり、マッチングが十分でき
ていない。

森分：県の体制が変わり、弊害が出ている
ことは認識している。畜産では人材が十分
確保出来なくなっている。知恵を絞って、
マッチングを行いたい。
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砂原：経営の安定には、費用を抑えること
につながる自給飼料対策としての稲WCS
の活用は重要であり、輸入飼料価格の変動
リスクを軽減し、畜産経営の安定化を図る
ためには、重要な施策だと感じました。一
方、高品質の製品をいかに製造していくか、
どのように畜産農家に安心して提供する
か、安定した需要をどのように確保するか
等様々な問題もあることも分かりました。

終わりにあたって

森分：本日聞かせていただいた貴重な意見、
正直な意見を施策に反映させていきたい。
耕種では、稲WCSは増やせるが使う農家
が少ないと聞き、使う農家へのPRができ
ていないこと、更なるPRが必要であると
痛感した。正しい情報、最新の情報を農家

に伝えていきたい。農家や農協等へお話を
聞かさせていただき、今後も稲WCSの普
及推進を図っていきたい。

砂原：本日は貴重なお話が伺えて、今後の
畜産業の将来像が見えてきたような思いで
す。
特に、稲WCSの普及推進のためには、畜
産農家と耕種農家との情報を集める場所が
必要であり、そこでのマッチングが重要で
あることを感じました。
今後も行政、農協が中心となり、さらに稲
WCSの構築を図っていく必要があるので
はないかと考え直したところです。
畜産協会としても色々な繋がり、連携とい
う今回のキーワードを意識しながら、皆さ
んのお役に立てるよう努めて参ります。本
日はありがとうございました。
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　私は現在43歳です。
　現在は岡山食肉市場で食肉加工業をしな
がら、和牛繁殖経営を行っています。
　親戚が酪農をしていたので、幼い頃から、
牛は身近な存在でした。頻繁に牛舎に足を
運び、手伝いもしていました。
　高校も農業高校へ進学し、畜産に関する
知識も身に着けました。高校在学時から近
隣の牧場のアルバイトへ行き、牛飼いの経
験をしっかり積みました。
　その後は、食肉加工業へ就きましたが、
いつかは自分で牛を飼いたいという思いを
強く持っていました。

　一昨年、子供も大きくなり、手が離れた
ので、自分の長年の夢であった、牛飼いを
しようと決断し、6月に和牛経産牛を3頭導
入し、和牛繁殖経営をスタートさせました。 
　また、和牛入門講座も受講し、農家研修
へ行きました。先輩である畜産農家さんに
牛飼いのいろはを教えてもらい、非常に良
い経験になりました。
　導入した雌牛ですが、無事に3頭とも子
牛を生んでくれました。雌子牛2頭と雄子
牛1頭分娩でした。雌子牛は保留も考えま
したが、県、JAと相談し、2頭ともに販売
しました。雌子牛は平均並ぐらいの価格で
販売し、去勢子牛は平均を上回る価格で販

売することができました。
　ほっとしたと同時に、もっと良い子牛を
作りたいという意欲も湧きました。
　今、最も苦労しているのは飼料価格が高
い事です。配合飼料だけでなく、粗飼料も
高値で推移しているので、餌代をいかに抑
えるかを考えています。特に粗飼料は輸入
乾草だけでなく、県内産の稲わらを与えて、
餌代を抑えています。　
　また、牛の健康状態にも常に気を配って
います。餌の食いつきや、栄養度、糞の状
態を毎日観察し、少しでも異常があるよう
なら、獣医さんに相談するようにしていま
す。また、分娩予定日が近くなると、いつ
も以上に牛舎に足を運び、分娩事故の無い
ように気を付けています。
　今年度から県民局、家畜保健所、全農、
くみあい飼料、JAからの巡回指導を受け
ています。子牛の体測や母牛の栄養度判定
を行い、和牛資質向上にむけて努力してい
ます。
　今年度は4頭増頭し、現在は繁殖雌牛7頭
となりました。また、牛舎も増築し、堆肥
舎も建設中です。これから毎年徐々に増頭
し、将来的には和牛繁殖経営1本で生計を
立てる事を目指しています。
　今後も、関係機関と連携しながら、優良
な子牛生産に努めて参ります。

〔畜産現場の声〕

和牛繁殖への挑戦
高梁市　川上　展寛
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　高病原性鳥インフルエンザや豚熱等の伝
染病が発生した場合、当該農場の家畜所有
者は、県や市町村支援のもと、速やかに農
場全ての当該家畜を殺処分する必要があり
ます。また、伝染病がひとたび発生すると、
当該農場のみならず、近隣の農場や周辺地
域にも大きな被害を与える可能性がありま
す。
　このような事態を避けるべく、県では伝
染病の発生予防に努めていますが、万が一
発生した場合に備えた防疫演習も毎年行っ
ています。
　今年度は、資材の運搬、テント設営、搬
出物の固定についての防疫演習を行ったの
で、その概要を紹介します。

１　資材の運搬
　伝染病発生時には、速やかな防疫措置開
始のため、必要資材を農場等へ搬入する必
要があります。そのため、防疫資材の輸送
の検証を目的として、資材運搬演習を行い
ました。資材運搬の際には、トラックへの
積み方や積み込む順番などについて、効率
的な方法を確認しました。

写真１　資材の運搬

　また、備蓄資材の保管場所について、ス
ペースをうまく利用した資材の保管方法
や、伝染病発生時に速やかに搬出すること
ができるような整理を行いました。

写真２　資材保管場所

２　テント設営
　伝染病発生時には防護服の着脱のための
テントや、本部テント等、速やかに複数の
テントを張る必要があります。今回、豚熱
発生時の農場のテント設営及びゾーニン
グ、テント設営にかかる指示等について確
認しました。
①　テント設営
　参加者全員で実際に設営を行い、テント
設営手順と必要資材、必要スペースを確認
しました。さらに、テント設営等にかかる
時間を計測し、限られた人数での荷物の積
みおろしやテント設営にかかる時間を確認
しました。

写真３　テント設営

〔家畜衛生〕

伝染病発生に備え、防疫演習を行いました
岡山県農林水産部畜産課
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②　ゾーニング
　防疫措置を行う農場において、病原体の
持ち出し防止や作業者の安全のために、汚
染されている部分、されていない部分に分
けることをゾーニングといいます。今回、
実際に防護服を着たグループを３グループ
用意し、動線どおりに動きながら、ゾーニ
ングと着衣や脱衣に必要な資材等について
確認しました。

写真４　ゾーニングの確認

③　小規模農場でのミスト消毒の検討
　農場から出る際に、脱衣テントで消毒を
行いますが、小規模農場では敷地が狭く、
通常の消毒方法が使用できない農場もある
ため、狭いスペースでも消毒が行えるミス
トテントを用いた消毒・脱衣方法の検証を
行いました。
　ミストテントとは、テント内に消毒液を
霧状に散霧することで、そのテントを通過
するだけで消毒ができるもので、本県では
豚熱発生時の実用化を検討しています。
　今回、ミスト消毒の効果確認検証のため、
水に墨汁を混ぜ、全身がくまなく消毒され
ることを確認しました。

写真５　ミストテント

　演習後には出てきた課題を皆で検討しま
した。特に今回の演習では、トイレの設置
場所や休憩場所等についての課題が多く挙
がりました。今後も、安全かつ速やかな
防疫作業を行える体制整備を行っていきま
す。

３　搬出物の固定（ラッピング）
　備蓄資材を輸送する際や処分鶏を詰めた
密閉容器を農場から搬出する際には、パ
レットに載せた物品に梱包用ラップをかけ
て固定することが重要です。しっかりと
ラッピングしておかないと、運搬中に荷崩
れし、梱包物が破損するおそれがあります。
防疫措置時、適切に一般動員に指示できる
よう、今一度手順やポイントを確認しなが
ら効率的な作業方法を各自習得しました。

写真６　搬出物の固定

４　おわりに
　本県では今後も、伝染病発生予防と発生
時に備えた体制整備に努めます。農場関係
者の皆様には、日頃の発生予防対策の徹底
をお願いするとともに、関係機関の皆様に
は、万が一の発生の場合のご支援について
よろしくお願いいたします。
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○はじめに
　当研究所では、平成６年から超高能力牛
システム化事業に取り組み、改良の核とな
る優秀な雌牛から採卵し、約30年近く、県
内酪農家へ乳用牛の受精卵を供給してきま
した。
　今回、採卵技術が確立・安定した直近
10年分、延べ約920頭の採卵成績をまとめ、
興味深かったことなどを四方山話形式でご
紹介します。
　その前にイメージし易くなると思います
ので語句の説明を少しします。
◦回収卵数：回収された卵の総数
◦正常卵数：回収された正常発育した受精

卵の数（≒移植可能卵数）
◦変性卵数：発育停止や未受精の卵の数

　上の写真のような3つ卵が採れた場合は、
回収卵数：３個、正常卵数：1個となります。
それでは始めます。

○記録の話
●「1回の採卵で採れた卵数」
　1回の採卵でどれくらい採れたことがあ
るのだろうと思ったことはありませんか？
10年間の成績の中で、一番回収卵数が多
かったのは？
　平成25年8月１日採卵、YKT ﾃﾂﾁｴ ﾏﾘｴﾙ
の83卵でした（この時の正常卵数は17卵）。
　１回当たりの平均回収卵数は13.2卵でし
たので、圧倒的な数です。ちなみに他所

正常卵 変性卵 変性卵 ( 未授精卵 )

の記録ですが、一回の採卵で108卵採れた
ことがあるというのを聞いたことがありま
す。「煩悩が出てきた」と言われていました。
　では正常卵の記録は？
　平成27年1月21日採卵、YKT ﾃﾂﾁｴ ﾏﾘｴﾙ
の42卵でした（この時の回収卵数は60卵）。
　採卵日は違えど、両方とも同じ牛の記録
でした。凍結処理等、本当にお疲れ様でした。

●「生涯で採れた卵数」
　１頭の牛が生まれてから生涯を終えるま
でにどのくらい採れるのでしょう？
　その答えは生涯で22回採卵し、961卵を
回収、そのうち正常卵は362卵というもの
でした。ちなみにこの牛は、先ほどから登
場しているマリエルです。他の牛の生涯平
均は、回収卵数は約55卵、正常卵数は約27
卵なので、この牛がいかに飛びぬけている
かが分かります。

○分析の話
●「産次」
　未経産牛を含めた各産次で採れ具合に違
いがあるのでしょうか？

　正常卵数は初産牛が最も高く、効率よく
正常卵を確保するには、乳量が比較的少な
い初産牛の時期に採卵した方が有利という
ことでしょう。

〔技術のページ〕

岡山県農林水産総合センター　畜産研究所　繁殖システム研究グループ

乳用牛の採卵にまつわる四方山話
～畜産研究所 直近10年間の採卵成績より～
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●「泌乳期と乾乳期」
　搾乳している牛(泌乳期)としていない牛
(乾乳期)ではどちらが採れるのでしょう？

　上のグラフから、泌乳期に採卵したもの
は産次を重ねるごとに確保できる正常卵数
が減少する傾向がみられ、乾乳期の場合は
３産次まではほぼ安定して確保できるよう
です。
　泌乳中の乳牛は人間に例えるとフルマラ
ソンを走った時以上のカロリーを1日で消
費するといわれ、より泌乳量が高まる高産
次になるにつれ、採卵成績を上げるような
余力は少ないのでしょう。

●「季節」
　暑さや寒さの影響があるのでしょうか？

　予想どおり夏場の正常卵数が低下してお
り、冬場の影響はあまりないようです。ち
なみに回収卵数のグラフも似た動きをして
おり、気温によりホルモン処理に対する反
応性が変化するのかもしれません。

●「分娩後日数」
　乳用牛は分娩後から徐々に乳量が上昇
し、45 ～ 60日までに乳量がピークを迎え、
その後、少しずつ落ちていきます、そして
エネルギー要求量もそれに応じて変化しま
す。そのため分娩後、どのくらいの日数が

経過するとより多く採れ始めるのか調べて
みました。

　すると、分娩後120 ～ 150日で採卵した
時が最も正常卵数が多くなる傾向がありま
した。
　乳量がピークを過ぎても、採卵成績が上
昇するまでに若干のタイムラグがあるよう
です。

●「系統」
　昔、「採卵成績は母牛のそれに似る」と
言われたことがあり、系統間で回収卵数に
違いがあるか調べてみました。

　8頭以上の牛で構成された系統①と②の
平均回収卵数を牛ごとに並べると上のグラ
フのようになりました。検定結果も両系統
間に有意差があり、実際に系統により回収
卵数の多寡に違いがあるようです。ただし、
系統①のA牛のように、“似ない”牛もい
るようです。
　如何だったでしょうか？ 今回、過去10
年分の成績を遡ることで、興味深い知見が
得られました。あくまで雑学の域を出ませ
んが、今後の業務に生かしていきたいと思
います。
　最後にこのようなデータを残してくれた
歴代の担当者の方に感謝致します。
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“ImageJ”を用いて、ワクモを赤い点とし
て描出し、綿花片面におけるワクモの占め
る割合をワクモ面積率として算出し、ワク
モ量の推移を“見える化”しました。

（図１）珪藻土散布方法

（図２）モニタリング方法

４　結果
　珪藻土散布回数に比例しワクモ量が減少
しました（図３）。

（図３）珪藻土散布後の綿花

１　はじめに
　ワクモは、鶏に寄生するダニ目の外部寄
生虫で、吸血による産卵率の低下や死亡率
上昇を引き起こすだけでなく、鶏疾病を媒
介する可能性もあるため、対策が重要です。
　ワクモ対策には、殺ダニ剤を用いた方法
がありますが、休薬期間や薬剤耐性等の問
題があり、これ以外の対策が求められてい
ます。その中でも、珪藻土を用いた対策は、
珪藻土粒子がワクモの体表を傷つけ、体液
を吸収し、物理的にワクモを低減できるこ
とから注目を集めています。
　今回、珪藻土を用いてワクモ対策を行っ
た農場の取り組みの概要を紹介します。

２　農場概要
　今回対策を行ったのは採卵鶏農場で、鶏
舎構造は高床鶏舎です。例年夏にワクモが
増加し、卵にワクモの糞等が付着し汚卵が
増加する点に苦慮していました。普段の対
策は殺ダニ剤散布を行っていましたが、試
しに珪藻土を散布したいとの要望があり、
検討を開始しました。

３　珪藻土散布方法
　珪藻土の散布方法は、珪藻土７ｋｇに対
し水７０ℓを入れ混和し、週１回ずつ、計
４回、動力噴霧器を用いて散布しました（図
１）。
　効果のモニタリング方法は、綿花をエサ
受けの金具の裏の計１０か所に設置し、１
週間後に回収しました（図２の中央写真の
黒い点がワクモ）。これをソフトウェア

〔家保のページ〕

農家と一緒に取り組んだワクモ対策！
高梁家畜保健衛生所
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　また、ImageJを用い、試験開始時のワ
クモ面積率を１００％として、以降のワク
モ量をグラフで示したところ、散布後、ワ
クモ量は徐々に減少し、１か月後には珪藻
土散布前に比べ５％まで減少したことが分
かりました（図４）。

（図４）珪藻土散布後のワクモ量の推移

　しかし、農場主が、効果を実感できるま
でに時間がかかるため、別鶏舎で殺ダニ剤
の散布を検討しました。スピノサドを主成
分とした殺ダニ剤（以下スピノサド製剤）
を１回のみ散布し、その後２週間モニタリ
ングしたところ、散布後１週間でワクモ量
は急激に減少しました。また、珪藻土とス
ピノサド製剤の効果を比較したところ、珪
藻土ではワクモ量が散布前の２０％に減少
するまで３週間かかるのに対し、スピノサ
ド製剤では１週間で減少しました（図５）。

（図５）珪藻土とスピノサド製剤の効果比較

　この結果から、珪藻土とスピノサドを混
ぜて散布してみたいと農場より提案があ
り、別鶏舎で珪藻土とスピノサド製剤の混

合散布を実施しました。散布後、約３０％
までワクモ量は減少しましたが、途中ワク
モ量の増加がみられたため、追加で珪藻土
散布を実施したところ、その後のワクモ量
の増加を抑えられました（図６）。
　したがって、珪藻土単独では、速効性に
欠け、スピノサド製剤単独では持続性に難
がありますが、珪藻土・スピノサド製剤混
合では、速効性があり、効果も持続すると
考えられました。

（図６）珪藻土＆スピノサド製剤の散布結果

５　おわりに
　ワクモ対策は１つではなく、組み合わせ
ることでより大きな効果が期待できます。
例えば、珪藻土散布や殺ダニ剤の散布と
いった大まかな対策同士で組み合わせるこ
とができ、局所的な対策とも組み合わせる
ことができるため、その組み合わせは多岐
にわたります。
　農家に合ったワクモ対策を考えるとき
に、家畜保健衛生所ができることは、今回
のように綿花を用いた「見える化」などで
結果を分かりやすく提示することで、農家
自身が自ら考え実行できるようにお手伝い
することです。
　ワクモに限らず、農場で問題があった際
には、農家のニーズに合わせて対策を一緒
に考えていきたいと思いますので、最寄り
の家畜保健衛生所にご相談下さい。
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　新年おめでとうございます。畜産農家の
皆様、関係団体・機関の皆様にはそれぞれ
に輝かしい新年を迎えられたことと思いま
す。昨年は一昨年に続き新型コロナで大変
な一年でした。現在ようやく収束の兆しが
見られますが、畜産業界では食肉の販売不
振や子牛価格の不安定な状態が続いていま
す。また、近年、国内外を問わず高病原性
鳥インフルエンザ、豚熱など直接的に畜産
関係者を震撼させる感染症の発生も相次い
でいます。今年こそは平穏な年であります
よう祈るばかりです。今年は寅年、干支の
順番でいうと３番目にあたりますがなぜ虎
が３番目なのか調べてみました。元日、神
様が挨拶にきた動物の１２番目までを毎年
交代でリーダーに決めることにしたため、
それぞれ一番乗りを競ったそうです。ネズ
ミがちゃっかり牛の背中に乗って一番に
なった話は有名です。虎は普通に到着が三
番目で残念ながら特にエピソードはありま
せんでした。本寄稿も私の干支が寅年（恥
ずかしながら６回目で36年に一度の五黄の
虎です）ということで上司からご指名をい
ただきました。私事で恐縮ですが、昭和
４８年に岡山県に奉職、平成２１年に退職、
以降現在まで（一社）岡山県畜産協会にお
世話になっております。県職員時代には大
半を地方振興局（現在の県民局の前身・昭
和４９年に地方振興局設置条例で県下９カ
所設置、平成１６年廃止再編）に勤務させ
ていただきました。今日まで勤められたの
も関係各位のご配慮のお陰と改めて感謝い
たします。
　岡山県はこれまで畜産農家の経営安定
と生産基盤の充実による畜産主産地形成
のための国庫、県費補助による草地・飼

料畑造成を主体とした畜舎、施設建設を
行う畜産公共事業を実施してきました。
この機会に貴重な紙面をお借りして、こ
れまで担当させて頂きました本県の主な
畜産公共事業を振り返ってみたいと思い
ます。
　まず昭和５０年初めから新見地域におい
て放牧促進や粗飼料増産を目指して飼料基
盤整備事業、団体営草地開発事業等を積極
的に推進しました。昭和５６年には笠岡地
域の酪農、養鶏農家を対象として糞尿処理
施設敷地造成、道路等の整備を畜産経営環
境整備事業で実施いたしました。大雨で造
成法面が崩壊するなどの予想外の事故も発
生しましたが、養鶏主産地笠岡の農家の経
営、環境改善には貢献した事業だったと思
います。
　昭和５７年、本県中部地域の畜産開発を
目指した岡山県中部区域畜産建設事業が開
始されました。本事業は高梁市、新見市等
２市５町を対象とした農用地開発、道路整
備と併せて酪農・肉用牛施設、飼料貯蔵施
設等の整備を進めるもので全国エリアの農
用地開発を進める農用地開発公団により実
施され、岡山現地事務所が設置されました。
　昭和５８年から皆様ご承知の笠岡湾干拓
畜産団地の造成及び入植推進に携わりまし
た。笠岡湾干拓地は昭和４１年から国営干
拓事業として新規農用地の造成を目指した
干陸（海水を干して陸地にする）が始まり、
昭和６３年には実に1,191haの広大な農用
地が県南西部笠岡湾に出現しました。この
うち、178.5haが畜産用地として割り当て
られ、第１次入植で倉敷市、笠岡市等から
酪農、肉用牛農家が新規入植されました。
入植までの経営計画、資金手当、畜舎建設

〔畜産OB通信〕

新年寅年によせて・回顧雑記
西家　純一（県職OB）
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等具体的な整備計画について入植予定農家
と昼夜、場所を問わず膝をつき合わせて検
討させていただいたことは、私の畜産人生
の中でも忘れることのできない出来事で
す。畜産団地の造成には公社営事業が活用
され、当時の岡山県農地開発公社（平成22
年末解散）が建設にあたりました。干拓地
は先にも記述しましたように埋め立てを行
わず海抜０メートル、ヘドロ状海底そのも
のの農地化でしたので、畜舎等施設建設に
当たっては地盤改良措置（ペーパードレー
ン工法）が必要となり農家の皆様には農地
購入資金、施設建設資金に加え多額の負担
を強いることとなりました。30数年の時を
経て本干拓地は今や畜産農家１８戸で乳用
牛、肉用牛合わせて9,000頭が飼育される岡
山県のみならず我が国を代表する先進的な
畜産団地に発展しております。今後も環境
を配慮し牛糞を活用したバイオマスガス発
電が計画されるなど新技術への取り組みも
計画されており、ますますの躍進が期待さ
れます。
　平成に入りまして、旧加茂川町のストッ
クファーム等の公共牧場の再編整備事業、
平成５年からは勝英地区公社営建設事業で
那岐山の麓、奈義町をはじめ勝北町、勝央
町を区域した酪農、養豚団地や町営糞尿処
理施設等の建設に携わりました。
　平成８年から開始された賀陽地区畜産基
盤再編整備事業により御津、建部町、加茂
川町エリアにおいて、畜舎施設整備、糞尿
処理施設農機具導入だけでなく地域の活性
化と新たなブランド作りを目指した活性化
施設としてアイスクリーム、ヨーグルト製
造施設の整備を行いました。ヨーグルト工
房は今でも建部ヨーグルトして愛されてい
ます。
　平成１０年から備中地域において公社営
畜産基地建設事業による乳牛舎等酪農関係
施設、機械を整備しました。急峻な地形を
克服して意欲ある農家が参加されました。
　平成１３年から岡山市、牛窓町など県南

部地域を区域とし畜産環境整備事業により
家畜糞尿処理システムを構築しました。風
光明媚な瀬戸内海、前島で酪農を営まれる
農家のご理解を得て糞尿処理施設を整備、
瀬戸内海の自然環境を守る取り組みも行い
ました。
　畜産協会勤務時の平成２３年から公共事
業としては当協会が初めて事業主体として
取り組んだ家畜排泄物処理施設ストックマ
ネジメント事業を実施しました。本事業は
公共施設の改修等による長寿命化を目的と
したもので、奈義町奈義有機センター、吉
備中央町かようエコセンターの老朽化した
建屋、処理機械の再整備等リニューアル工
事を行い、環境改善と糞尿処理施設の機能
アップを図りました。
　以上、私が担当しました主な事業を駆け
足でしかも怪しい記憶をたどりながら羅列
しましたが、どの事業においても該当農家
の皆様、関係者のご理解があったからこそ
実施できたと思っております。そのために
はご理解いただくよう十分な説明が最も重
要と考えておりました。「何のために行う
か、行うとどうなるか」、このことは、今
でもあらゆる場面で肝に命じているつもり
です。
　現在は、畜産協会で主としてワクチン需
給供給、肉用子牛生産者補給金制度業務等
を担当させて頂いております。コロナ禍で
はありますが、最近の子牛価格は不安定な
中でも比較的堅調で（雌仔牛価格は１０年
前の約２倍、去勢は１．５倍）、子牛市場や
庭先でお会いする農家の皆様の顔には笑顔
も見られるように感じるのは私だけでしょ
うか。一方で高齢化、後継者不足等により
農家戸数は減少を続けており大きな課題と
なっております。今後も、（一社）岡山県
畜産協会の職員である限り常に農家の皆様
に寄り添った存在であることを心がけてま
いります。最後に本年こそは皆様にとりま
してよい年でありますよう祈念いたしまし
て筆をおかせていただきます。
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　新年あけましておめでとうございます。
　はじめまして。昨年の4月から北部基幹
家畜診療所に勤務しております田中陽生
と申します。今回は私の自己紹介をさせ
ていただこうと思います。
　私の出身地は山口県で、瀬戸内海に面し
た田舎町で生まれ育ちました。幼いころ
から海や山、豊かな自然のなかで魚や鳥
など様々な生き物と触れ合ううちに生き
物が大好きになりました。そんな私が獣
医師を目指そうと思ったきっかけは2010
年に宮崎県で発生した口蹄疫の大流行で
した。足や口内が爛れてしまい薬剤の注
射やガスで殺処分された牛豚が、埋却処
分用の穴に投げ込まれて石灰をかけられ
た姿、悲しむ農家さんを見て衝撃を受け
胸が痛くなりました。この光景を見てこ
のような悲惨な伝染病を防ぎ牛や豚なに
より農家さんのために働きたいと思い獣
医師になることを決心したことを覚えて
います。
　浪人の末になんとか青森県の大学に合
格し、家畜の防疫を担当する獣医師とな
るように勉強に打ち込みました。入学し
て間もないころは家畜防疫を担うのは公
務員であるということで公務員になるつ
もりでいましたが、4年生から始まった臨
床実習を経るうちに防疫だけでなく臨床
にも興味がわいてきました。公務員にな
るかNOSAIの獣医師になるかギリギリま
で悩みましたが、学外実習でNOSAI岡山
の臨床に参加した際に、臨床の仕事のお
奥深さとやりがいを感じ、NOSAI岡山の
獣医師になることを決めました。
　念願の臨床獣医師になってからは、ま

ず半年ほど先輩獣医師との同伴診療が始
まりました。牛の保定、疾患の診断、適
切な薬剤の選択といった基本的なことを
はじめとして、次第に手術手技、繁殖管
理さらには搾乳管理まで様々なことを学
ばせていただきました。半年はあっとい
う間に過ぎ、9月の半ばからは一人での往
診にいくようになりました。独り立ちした
直後には私の知識と技術の不足から十分
な治療を行えず失敗することばかりで自
身の無力さを痛感するとともに、農家の
みなさまや先輩方に対して申し訳ない気
持ちでいっぱいでした。そんな私にも辛
抱強く指導してくださった先輩方やいつ
も暖かく見守ってくださった農家のみな
さまのおかげでゆっくりですが着実に技
術と知識を身に着けることができました。
心からお礼を申し上げます。まだまだ一
人前の獣医師には程遠い私ですが、さら
に経験を積みご期待に応えるべく精進し
てまいりますのでこれからもよろしくお
願いします。
　ところで、私の趣味の一つは登山です。
山頂から街並みを眺めることが好きで、
山の上にある牧場へと往診に向かうとき
はついでに景色を眺めることが楽しみで
もあります。
　最後になりますが昨年一年大変お世話
になりました。来るべき新しい年が皆様
にとって良い年となりますように、私も
研鑽を積んでまいりますのでよろしくお
願いいたします。どうぞよいお年をお過
ごしください。

〔共済フレッシュさんの声〕

産業動物獣医師1年目を経て
北部基幹家畜診療所　　田中　陽生



21



22

会長  春名　章宏
役職員一同

謹　賀　新　年

謹　賀　新　年

会長理事  宮武　  博
〒７００－０８２６　岡山市北区磨屋町９番１８の４０１号（岡山県農業会館）
ＴＥＬ（０８６）２２２－３２1８　　ＦＡＸ（０８６）２２６－３４４３

農家のための優良保証機関
岡山県農業信用基金協会

理事長  坂本　修三
役職員一同

〒７００－０９７３　岡山市北区下中野３５０－１０３
ＴＥＬ（０８６）２４１－４７３３　　ＦＡＸ（０８６）２４１－４７２２

（一社）岡山県配合飼料価格安定基金協会

会長  狩谷 和宏
　　　役員一同

岡山県家畜人工授精師協会

公益社団法人 岡山県獣医師会

〒700-0973　岡山市北区下中野350̶103
TEL （086）243－1879 FAX （086）241－8543 http://www.oka-vet.or.jp/

畜産経営の安定に寄与する

謹　賀　新　年

謹　賀　新　年

当協会は家畜改良増殖の促進と家畜人工授精技術の向上を通じて、
岡山県の畜産振興に尽力します。
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謹　賀　新　年

岡 山 県 孵 卵 協 会
会長　山　上　祐一郎

謹　賀　新　年

役　員　一　同
会長　安　原　健　二

謹　賀　新　年

岡山県養豚振興協会
会長  菱川 大二郎

事務局　岡山市北区磨屋町９－１８　岡山県農業会館
　　　　（一社）岡山県畜産協会内　（０８６）２３４－５９８１

謹　賀　新　年
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謹　賀　新　年

西日本興農株式会社
〒708-0841　津山市川崎86-1

TEL 0868-26-1180　FAX 0868-26-6836

畜産機械器具、資材取扱
謹　賀　新　年

代表取締役　柿 本 平 三

謹　賀　新　年

代表理事組合長  長恒　充

おかやま酪農業協同組合
代表理事組合長 長恒　泰治
　　〃　 専　務 檜尾　康知
〒708‒0841　津山市川崎94‒1

TEL（0868）26‒1101　FAX（0868）26‒6763

謹　賀　新　年
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謹　賀　新　年

謹　賀　新　年
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謹　賀　新　年

謹　賀　新　年
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謹　賀　新　年

謹　賀　新　年
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謹　賀　新　年

謹　賀　新　年



　コロナ禍が地域経済に大きな傷跡を残しているが、早
急に取り組むべき課題が浮き彫りになったとも言える。特
に、人手・後継者不足など地方での生産年齢人口の減
少は深刻だ。規制緩和やICT、DXの取組に活路を見
出そうにも、地域を牽引する人材や資金にも余力がな
い。また、折角の支援策も、目的よりも手段が優先され、誰
のため、何のための施策なのか、疑問に思うこともある。
行政や関係団体としても、当事者意識とスピード感をもっ
て言葉だけでなくアクションを起こすことが重要だ。
（Y.N）

あとがき

　令和３年１２月１１日( 土 )、岡山県馬事畜産振興協議
会賞「岡山県吉備の温羅特別」競走を高知競馬場にお
いて開催しました。
　第３レース、サラ系、１３００ｍで、ファーストリッキー号（騎
手　赤岡修次　馬主　小林祥晃、調教師　田中　守）
が勝利しました。
　競馬場ならではの特別な雰囲気の中、疾走する馬の
熱気で、寒さもコロナ禍も吹き飛ばしましょう。
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新年にあたって
　　 （一社）岡山県畜産協会　
　　　　　代表理事会長　柴田　範彦 1

年頭の挨拶
　　　岡山県農林水産部畜産課
　　　　　畜産課長　　　藤原　　努 2

〔特集〕
　稲ＷＣＳの生産･利用拡大による耕畜連携推進体制
　～なぜ県内で利用拡大が進まないのか～
　　 （一社）岡山県畜産協会 3

〔畜産現場の声〕                   
　和牛繁殖への挑戦
　　　高梁市　川上　展寛 11

〔家畜衛生〕                   
　伝染病発生に備え、防疫演習を行いました
　　　岡山県農林水産部畜産課 12

〔技術のページ〕
　乳用牛の採卵にまつわる四方山話
～畜産研究所 直近10年間の採卵成績より～

　　　畜産研究所繁殖システム研究グループ 14

〔家保のページ〕
　農家と一緒に取り組んだワクモ対策！
　　　高梁家畜保健衛生所 16

〔畜産OB通信〕
　新年寅年によせて・回顧雑記
　　　西家　純一（県職OB）　　　　　　　　　18

〔共済フレッシュさんの声〕
　産業動物獣医師1年目を経て
　　　岡山県農業共済組合
　　　北部基幹家畜診療所　　田中　陽生　　　　20

生乳集荷の「安全・安心」な輸送業務に取り組んでおります。
株式会社　きびじ酪農運輸　　代表取締役 笹野　英明
本　　　社　　　〒７１９－１１５６　総社市門田７０－１　TEL（０８６６）９３－８７９０

阿曽事務所　　　〒７１９－１１０３   総社市西阿曽前田１９３－４
　　　　　　　　TEL（０８６６）９９－８３００　　FAX（０８６６）９９－８３０１

謹　賀　新　年

死亡牛・死亡豚他の処理

廃食油

医療廃棄物

有機性汚泥

動植物性残渣

取扱品目

岡 山 本 社   〒712-8055  岡山県倉敷市南畝1丁目13番1号

広島事業所   〒738-0513  広島県佐伯区湯来町大字伏谷今山10137番58

福山事業所   〒729-3102  広島県福山市新市町相方1089-19

鳥取事業所   〒680-0906  鳥取県鳥取市港町51番地

津山事業所   〒708-1544  岡山県久米郡美咲町周佐1377-4

たつの事業所   〒679-4116  兵庫県たつの市神岡町沢田字平岩ﾉ下1363番地

大村事業所   〒856-0009  長崎県大村市松原本町565番地13

TEL 086（450）3807
FAX 086（450）4008
TEL 0829（40）5177
FAX 0829（40）5178
TEL 0847（54）2007
FAX 0847（54）2008
TEL 0857（50）1736
FAX 0857（50）1738
TEL 0868（62）1232
FAX 0868（62）1233
TEL 0791（64）0080
FAX 0791（64）0081
TEL 0957（46）3800
FAX 0957（46）3824

株式会社　正和 代表取締役　岸　小三郎

岸化学グループ 謹　賀　新　年


